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英語リーディングと同様に，リスニングの熟達度伸長のためには十分かつ良質なインプット

(exposure)が鍵となることは言を侯たない。とりわけ，カリキュラム上限られた直接指導の機会と時間

しか確保できない多くの大学の教養英語教育においては，授業時間外に学生自ら選ぶ題材の学習により

その不足を補う意義は大きい(折田，2007)。それは，学習者の自律(learnerautonomy:ラーナーオート

ノミー)を尊重し，学習者が自らの興味・関心に基づき継続的にリスニング学習に取り組む価値を重視

することでもある。今日，真正(authenticity)度の高い英語を媒体とするウエブ上のニュースや様々 なコ

ンテンツの動画，さらには有料・無料で視聴あるいはダウンロード可能な映画や音楽(レンタルショッ

プの利用を含む)など，学生が選択できるリスニング題材は実に豊富にある。このような背景を踏まえ，

本稿では自律的な授業外学習を導入した英語リスニング指導について報告する。

2.先行研究および研究課題

英語リスニングカの構成要素は多岐にわたる。具体的には，音の識別，語の認識，文法的まとまりの

認識,談話的なまとまりである表現と発話の認識,言語要素とイントネーション･ストレス･ジェスチャー

などの関連付け，背景知識とコンテクストの使用，そして重要な語句や考えの想起が挙げられる(田辺，

2002)。日本人英語学習者にとって，母語である日本語と言語構造が大きく異なる英語のリスニングに

おいては，これらのほとんどの要素が困難な点となり得る。樋口(2007)が指摘するように，リスニング

の速度(rateofdelivery),未知の語句(unknownwords&phrases),不'慣れなトピック(unfamiliartopic),

予測力(expectancy)といった側面への未習熟や経験不足もまたリスニングを困難にする要因として加わ

る。これらの英語リスニングの難しさは，多くの学習者にとってはリスニングにおける不安感

(Yamaguchi,2014)となり，英語授業におけるリスニング活動においてのみならず，授業を離れた実際

のリスニングの場面においても絶えず影響すると言える。

“聞き取れるようになった"と学習者が実感し意欲的にリスニング学習を継続し熟達度を高めていくた

めには，授業内での学習を踏まえて学習者自らが実際のリスニングの場面で識別できる音や語を一つず

つ増やし,語句や短文,またまとまりのある英文を聞き取れる体験を積み重ねていくことが重要となる。

Orita(2000)は，英語音声変化の中でも特に同化(assimilation)に注目し,5種類の教室内活動を取り上げ，

それらに対する学習者の評価を比較した。学習者は，教師主導の一斉に｢聞いて繰り返す(Listenand

Repeat)」よりも個々 のペースで取り組む｢書き取り(Dictation)」に有用感を抱いていた。また,LI.

(LanguageLaboratory)の個人用ブースを使ったシャドウイング(Shadowing:聞こえてくる英語音声を影

のようにすぐ後ろからつけて言うこと）(池田他(2014,p.12)に多くの学習者が高い有用感を抱いた。

英語音声知覚力の向上のためのトレーニングには，学習者が個人で取り組める活動を保障することが不
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